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昔
も
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
親
子
関
係 

―
祖
父
母
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
― 
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ど
の
よ
う
に
時
代
が
変
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
子
供
が
親
を
バ
カ
に
し
た
り
、
親
に

対
し
て
い
た
ず
ら
に
反
抗
し
た
り
し
て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
親
を
敬
い
、
親
を

大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
子
供
と
し
て
の
人
間
ら
し
い
あ
り
方
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
真
理
で
す
。 

「
三
つ
児
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
こ
ん
な
こ
と
は
幼
い
時
代
に
心
の

中
に
培
い
育
て
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
親
の
義
務
で
も
あ
る

わ
け
で
す
。
子
供
が
大
き
く
な
っ
て
親
を
見
捨
て
た
り
、
バ
カ
に
し
た
り
す
る
青
年
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
毎
日
の
自
分
の
生
活
を
人
間
味
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
間
味
を

奪
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
社
会
に
目
を
む
け
、
何
と
か
人
間
を
取
り
戻
す
社
会
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
親
の
責
任
で
あ
り
、
生
涯
教
育
が
叫
ば
れ
て
い
る

現
代
の
課
題
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

現
代
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
感
謝
の
気
持
ち
が
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
、
素
直
に
自
分
の
心
を
表
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
自

分
の
権
利
や
自
分
の
力
だ
け
を
主
張
し
、
他
人
の
働
き
や
、
他
人
か
ら
受
け
た
事
柄
に

対
し
て
、
謙
虚
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
供
に
は
、
親
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
親
の

心
遣
い
に
対
し
て
、
そ
れ
を
理
解
さ
せ
た
う
え
で
の
感
謝
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
祖
父
母
に
対
し
て
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で

す
。 

 

祖
父
母
と
は
、
た
と
え
家
が
別
々
で
あ
っ
て
も
、
家
族
の
一
員
と
し
て
子

供
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
祖
父
母
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

祖
父
母
は
、
長
い
間
苦
労
し
て
、「
現
在
の
家
族
を
築
い
て
き
た
功
労
者
」

な
の
で
す
。
我
が
家
の
歴
史
と
か
祖
父
母
の
苦
労
話
等
を
「
敬
老
の
日
」
や

「
誕
生
日
」
等
に
親
子
が
親
し
く
語
り
合
い
、
老
人
を
な
ぜ
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
等
話
し
合
っ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

と
も
す
る
と
、
老
人
を
の
け
も
の
に
し
た
り
、
い
や
が
っ
た
り
す
る
傾
向

の
強
い
現
代
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
や
が
て
は
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の

上
に
も
降
り
か
か
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。
祖
父
母
は
、
家
庭
の
中
で
一
番
世
の
中
の
こ
と
に
つ

い
て
の
経
験
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
者
と
し

て
の
祖
父
母
に
対
し
て
、
尊
敬
の
気
持
ち
を
私
た
ち
も
持
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
「
望
洋
荘
」
の
職
員
は
入
所
者
様
に
と
っ
て
は
家
族
の
一
員
で
あ

り
自
分
た
ち
の
祖
父
母
、
或
い
は
両
親
と
し
て
尊
敬
し
、
経
験
豊
か
な
話
を

聞
き
な
が
ら
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
気
持
ち
で
接
し
て
下
さ
い
。 
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今年裏山の土手に植えた、か

ぼちゃが実り、収穫する事が出

来ました。初めての試みでした

が、中々の出来でした。煮て食

べた所、栗の様にほっくほっく

していて、ものすごく美味しか

ったです。 
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夏
だ
！
ス
イ
カ
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
ま
た
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
ス
イ
カ
割
り

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
に
竹
刀
を
振
り
上
げ

目
標
に
向
か
っ
て
一
撃･

･
･

ス
イ
カ
も
手
強
く

中
々
割
れ
ず
奮
闘
す
る
も
、
最
後
は
力
尽
き
見
事

に
パ
ッ
ク
リ
と
割
れ
、
美
味
し
そ
う
な
赤
い
実
を

覗
か
せ
ま
し
た
。
後
は
入
居
者
皆
様
で
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。 

                  

                            
－ 

  

七
月
一
〇
日
（
火
）
午
前
九
時
よ
り
小
名
浜
二
中
の
二
年
生
の
生

徒
男
女
十
五
名
が
福
祉
施
設
体
験
学
習
の
た
め
、
来
荘
さ
れ
ま
し
た
。

三
名
毎
に
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
入
居
者
様
と
交

流
を
深
め
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員
で
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
し
て

み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

お
昼
休
み
の
時
間
に
は
、
施
設
の
入
居
者
様
と
同
じ
食
事
を
頂
く

体
験
も
あ
り
、
ミ
キ
サ
ー
食
・
超
刻
み
食
・
刻
み
食
・
粥
な
ど
を
実

際
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
徒
達
か
ら
、
貴
重
な
体
験
が
出
来

た
と
好
評
で
し
た
。
小
名
浜
二
中
の
皆
様
、
一
日
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

                 

「
ス
イ
カ
割
り
」 

「
福
祉
施
設
体
験
学
習
」
小
名
浜
二
中 



初音家 左橋 師匠 
（第 70 回いわき寄席 H13.9.19） 

左馬 
虹の架け橋 

渡り初め  

春雨や 雷蔵 師匠 
（第 25 回いわき寄席 H5.10.18） 
 

愛かわらずの 
      お笑いで  

春風亭 鯉昇 師匠 
（第 46 回いわき寄席 H9.5.15） 

鯉昇の 噺で 

下駄(ゲラ)下駄(ゲラ)と 

三遊亭 笑遊 師匠 
（第 71 回いわき寄席 H13.11.8） 

時そば 

初音家 左橋 師匠 
（第 73 回いわき寄席 H14.3.7） 

ひだまりに 
ごろにゃん ごろにゃ

ん 
ポッカポカ 

三遊亭 笑遊 師匠 
（第 71 回いわき寄席 H13.11.8） 

長屋の花見 

三遊亭 笑遊 師匠 
（第 71 回いわき寄席 H13.11.8） 

浮世床 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

初
音
家 
左
橋
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
三
四
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
七
年
四
月
二
七
日 

 
 

（
演
目
）
家
具
舞
、
青
菜
、
棒
鱈 

○
第
七
〇
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
九
月
十
九
日 

 
 

（
演
目
）
時
そ
ば
、
品
川
心
中
、
試
し
酒
、
も
の
ま
ね 

○
第
七
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
四
年
三
月
七
日 

 
 

（
演
目
）
粗
忽
の
釘
、
そ
ば
清
、
当
て
踊
り 

                   

春
雨
や 

雷
蔵
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第 

六 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
二
年
六
月
二
〇
日 

 
 

（
演
目
）
た
ら
ち
ね
、
味
噌
蔵
、
新
寿
限
無 

○
第
二
五
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
五
年
一
〇
月
十
八
日 

 
 

（
演
目
）
二
十
四
孝
、
木
乃
伊
取
り
、
蛙
茶
番 

○
第
六
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
二
年
七
月
二
四
日 

 
 

（
演
目
）
寝
床
、
八
問
答
、
禁
酒
番
屋 

         
春
風
亭 

鯉
昇
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
四
六
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
九
年
五
月
十
五
日 

 
 

（
演
目
）
蛇
含
草
、
犬
の
目
、
御
神
酒
徳
利 

○
第
八
六
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
六
年
五
月
二
五
日 

 
 

（
演
目
）
馬
の
す
、
武
助
馬
、
佃
祭 

         

三
遊
亭 

笑
遊
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
七
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
十
一
月
八
日 

 
 

（
演
目
）
が
ま
の
湯 

                           

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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平
成
十
九
年
七
月
八
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
「
望
洋
荘

多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
て
、「
望
洋
荘
家
族
会
」
結
成
総
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
望
洋
荘
家
族
会
準
備
委
員
会
の
小

野
委
員
長
よ
り
、
望
洋
荘
家
族
会
の
目
的
や
役
割
な
ど
家
族

会
の
必
要
性
を
ご
家
族
の
皆
様
に
説
明
さ
れ
、
家
族
会
結
成

に
対
し
て
決
議
が
行
な
わ
れ
、
ご
出
席
者
か
ら
の
賛
同
を
受

け
「
望
洋
荘
家
族
会
」
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

一
回
望
洋
荘
家
族
会
総
会
へ
と
移
り
、
望
洋
荘
家
族
会
会
則
、

役
員
の
選
出
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
家
族

会
と
し
て
の
平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
の
説
明
が

あ
り
、
今
年
度
の
「
望
洋
荘
家
族
会
」
と
し
て
の
活
動
内
容

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

平
成
十
九
年
度
「
望
洋
荘
家
族
会
」
初
代
役
員
は
左
記
の

通
り
で
す
。 

 
 

会 

長 

小
野 

孝
太
郎 

様 

 
 

副
会
長 

田
村 

義
輝 

 

様 

 
 
 

〟 
 

中
村 

泰
義 

 

様 

 
 

会 

計 

伊
藤 

美
子 

 

様 

 
 
 

〟 
 

小
林 

茂 
 
 

様 

 
 

監 

事 

熊
田 

清
美 
 

様 

 
 
 

〟 
 

東
海
林 

征
子 

様 

 
 

理 

事 

赤
間 

修 
 
 

様 

 
 
 

〟 
 

猪
狩 

ト
ミ
子 

様 

 
 
 

〟 
 

平
井 

美
代
子 

様 

 

以
上
十
名
の
皆
様
が
今
年
度
（
平
成
十
九
年
七
月
一
日
よ

り
平
成
二
十
年
三
月
三
一
日
）
望
洋
荘
家
族
会
の
為
に
御
尽

力
頂
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                            

  

八
月
十
九
日
（
日
）
午
後
七
時
～ 

正
面
玄
関
前 

 
 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
花
火
大
会
」 

八
月
十
一
日
（
土
）
午
前
二
時
～
ホ
ー
ル
・
バ
ル
コ
ニ
ー 

 
 

 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
「
夏
祭
り
」
金
魚
す
く
い
等
な
ど 

八
月
八
日
（
水
）
午
前
１
０
時
～ 

平
商
店
街 

 
 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
「
七
夕
見
学
」 

八
月
十
八
日
（
土
）
午
後
四
時
～ 

沼
ノ
内
第
一
公
園 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「
盆
踊
り
見
学
」 

八
月
六
日
（
月
）
午
前
十
時
～ 

平
商
店
街 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「
七
夕
見
学
」 

 

【
八
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

八
月
一
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 
 

四
倉 

佐
藤
ち
ゑ
子
様
（
七
九
歳
）
誕
生
会 

八
月
五
日
生
ま
れ 

八
月1

日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 
 

四
倉 

會
田
ソ
メ
ヨ
様
（
九
三
歳
）
誕
生
会 

八
月
六
日
（
月
）
午
前
一
〇
時
～ 

 
 

 

豊
間 

後
藤
ス
イ
子
様
（
九
三
歳
）
誕
生
会 

八
月
二
二
日
（
水
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 

 

勿
来 

石
村 

留
吉
様
（
九
八
歳
）
誕
生
会 

八
月
二
五
日
（
土
）
午
後
三
時
～ 

 
 

 

豊
間 

高
橋 

ノ
ブ
様
（
八
五
歳
）
誕
生
会 

八
月
二
九
日
（
水
）
午
後
三
時
～ 

 
 

 

永
崎 

酒
井 

孝
子
様
（
七
九
歳
）
誕
生
会 

 
 

 

        

「
望
洋
荘
家
族
会
」
結
成
総
会 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
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（
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八
月
の
行
事
予
定 


